
      模擬造作物仕様書 

 

 

 

 

 

 

開口部 

彩色 

屋上部分 

扉 

単管 

三連はし ご を 支え る

強度を 有する 単管を

設定する 。  

①鉄単管を 使用し 、 はし ご を

架ていし ても 、 十分な強度で

ある こ と 。  

②屋上の３ 面を 、 黒色暗幕で

覆う こ と 。  

別添３  

切断用の単管１ 本をク ラ ンプで取り 付ける 。  

※切断時大量の火花が出る よ う に、 肉厚の単管（ 厚さ ２ ． ４ ㎜以上と

する 。  

扉については、 外壁をコ ンパネと する 場合はく り 抜き 立てかけておく

こ と 。 外壁を幕と する 場合は赤点線部分３ 辺に切れ目を入れ、 マジッ

ク テープなどで開閉可能な状態と し ておく こ と 。  



１  骨組みは鉄製（ アルミ 製可能） と し 、 アウ ト リ ガー（ キャ ス タ ー、 ジャ ッ

キ付） を 施し 転倒防止の処置を 図る 。  

２  建物内部は、 訓練隊員及び要員等が屋上部分ま で進入する ため昇降可能な

状態にする 。（ 背面に簡易はし ご 設定等）  

３  外壁はコ ンパネま たは幕によ り 三面（ 背面以外） を覆う 。  

４  背面は、 要救助者が隠れら れる よ う に暗幕等で覆う 。  

５  外壁は、 窓ガラ ス や亀裂をイ メ ージし たペイ ント を施す。  

６  建物内部の２ 、 ３ 階及び屋上部分には、 床面を 作成する 。  

７  屋上部分は、 ５ 名が同時に乗る こ と のでき る 強度を有する こ と 。  

８  最上部分には、 単管を 使用し 転落防止枠を 設け、 当該鉄柵はアン カーの作

成が可能な強度（ １ ４ ０ k g 以上・ 静荷重時） を有する も のと する 。  

９  ３ 階に設置し たフ ッ ク 部については、 チェ ーンス リ ング 100 用（ アイ タ イ

プ）ス リ ングフ ッ ク (YH -10)若し く は同等品以上のも のを用い、フ ッ ク に 75kg

以上の静荷重時に耐えう る 強度を 有する も のと する 。 ま た、 フ ッ ク へ荷重が

掛かかっ た際に、 建物が転倒し ない処置を 講じ る こ と 。  



模擬倒壊建物 

１  模擬倒壊建物は Rescue Train ing M oduleⓇ（ ２ ｔ ） 又は同等の機能を有する 設備１ 器も し く

は下記表以下の仕様の設備（ ①及び②の計２ 器） と する 。  

２  模擬倒壊建物の下にはシート を敷き 、 訓練によ る 鉄く ず等が道路上に飛散し ないよ う にする 。  

なお、 シート は、 風等でめく れないよ う に処置をする こ と 。  

３  Rescue Train ing M oduleⓇ（ ２ ｔ ） 又は同等の機能を有する 設備と する 場合は設備の２ 辺に

外壁を模する ベニヤ板で囲むこ と 。  

４  Rescue Train ing M oduleⓇ又は同等の機能を有する 設備と する 場合は本体及びス ロ ープ部分

をベニヤ板等で切断が可能で、 切断すれば容易に屋内へ通じ る 状態と する こ と 。  

５  Rescue Train ing M oduleⓇ又は同等の機能を有する 設備と する 場合は本体と ス ロ ープ部の間

に間仕切り を模する ベニヤ板を設置する こ と 。  

６  Rescue Train ing M oduleⓇ又は同等の機能を有する 設備以外と する 場合は次の仕様の設備と

する こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７  模擬倒壊家屋は、 倒壊建物と 分かる よ う イ メ ージや彩色等を施すこ と 。  

 ８  模擬倒壊家屋は、 屋根上で隊員４ 名が活動可能な強度及び構造と する 。  

 ９  模擬倒壊家屋を人力で持上げての移動が可能な強度（ 底部は単管補強等） を有する も のと する 。 

 10 屋根上には、 活動隊員滑り 止め用の横さ んを設置する も のと する 。  

11 屋根上の一部（ １ ． １ ｍ×０ ． ９ ｍ） を開放状態と し 、 その部分に単管及びベニヤ板を設置し 、

切断等可能な状態と する 。  

 12 単管及びベニヤ板を取り 除けば、 屋内へ通じ る よ う にする 。  

 13 底部に移動時の持ち上げ用に１ ０ センチメ ート ル程の間隙を設ける も のと する 。  

 14 背面には要救助者役の者が進入でき る 開口部（ １ ． １ ｍ×１ ｍ） を１ 箇所設け、 黒幕によ り 目隠

し を行う も のと する 。  



 

模擬車両仕様書 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模擬車両 

１  普通乗用車（ 廃車） も し く は軽自動車（ 廃車） ど ちら か１ 台を 準備する 。  

２  廃車は、 訓練によ り 破壊可能な車両と する 。  

３  廃車のオイ ル及びガソ リ ン類は抜き と り 、 更にバッ テリ ー、 エアバッ ク 、 を 事前に取

り 外し ておく 。  

４  車両の下にはシート を敷き 、 訓練によ る 鉄く ず等が道路上に飛散し ないよ う にする 。

なお、 シート は、 風等でめく れないよ う に処置を する こ と 。  

５  訓練終了後、 使用し た車両は会場から 撤去し 、 本市が定める 場所（ 市内） に運搬する

こ と 。  

シート  


